
２ひがしくるめ　市　議　会　だ　よ　り．．

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、学
校
生
活
の
充
実
を

待
望
の
手
塚
氏
作
品
銅
像
建
立
実
現
へ
！

何
も
決
断
で
き
な
い
市
長
に
ガ
ッ
カ
リ

す
べ
て
の
市
民
に
よ
り
良
い
環
境
を

学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
作
成
の
在
り
方
検
討
を

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
さ
ら
に
推
進
！

下
水
道
基
本
料
金
４
カ
月
分
が
免
除
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
社
会
的
検
査
の
実
施
を
！

イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進
で
、災
害
に
強
い
街
へ
！

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、心
の
ケ
ア
も
重
要
で
す
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質
問
　
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
に
よ
る
影
響
と
対
応
に

つ
い
て
、
①
学
校
行
事
の
実
施
状
況
は
、
②

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

状
況
は
、
③
学
校
と
保
護
者
の
接
点
は
。

答
弁
　
①
授
業
時
数
の
確
保
に
努
め
た
上
で

創
意
工
夫
し
て
実
施
。
子
ど
も
た
ち
が
企
画

し
、
実
現
す
る
と
い
う
満
足
感
、
充
実
感
も

得
ら
れ
て
い
る
。
②
全
小
・
中
学
校
に
１
名

～
３
名
配
置
さ
れ
、
消
毒
や
印
刷
等
の
作
業

を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
教
員
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
る
。
③
臨
時
休
業
期
間
中
、

週
１
回
以
上
電
話
確
認
を
行
っ
た
こ
と
で
、

よ
り
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

質
問
　
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る

地
域
区
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
こ
れ
ま
で
５
級
地
と
な
っ
て
い
た

が
、
厚
労
省
の
資
料
に
よ
る
と
北
多
摩
北
部

圏
域
５
市
が
３
級
地
と
な
る
案
が
示
さ
れ

た
。
３
月
ま
で
に
省
令
・
告
示
等
の
改
正
を

経
て
設
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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質
問
　
故
手
塚
治
虫
氏
の
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
活
用
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
立

は
、
水
と
緑
に
続
く
観
光
資
源
と
な
る
こ
と

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建

立
の
経
過
と
今
後
の
進
行
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
立
等
を
目
指
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
市
商
工
会
が
連
携
し
、
誘
客

促
進
を
目
的
と
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
月
に
東
久
留
米
駅

西
口
へ
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
市
内
外
に

向
け
周
知
を
行
う
予
定
。

質
問
　
９
月
に
市
立
小
・
中
学
校
全
校
を
対

象
に
実
施
さ
れ
た
「
よ
り
よ
い
学
校
生
活
と

友
達
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
ど

の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
か
伺
う
。

答
弁
　
児
童
・
生
徒
の
意
欲
や
満
足
感
、学
級

集
団
の
状
態
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
尺
度
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
結
果
分
析
し
て
適

切
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
不
登
校
や

い
じ
め
の
防
止
、
温
か
な
人
間
関
係
づ
く
り

に
つ
い
て
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
な

い
ま
ま
新
年
を
迎
え
る
。
国
は
感
染
防
止
と

経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
す
が
、
私
は
感
染

防
止
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
。
「
Ｇ
Ｏ
　

Ｔ
Ｏ
」は
収
束
し
て
か
ら
。感
染
防
止
に
専
念

す
れ
ば
経
済
を
ほ
っ
て
お
く
の
か
と
批
判
さ

れ
、
経
済
を
優
先
す
れ
ば
感
染
者
が
増
え
る

と
批
判
さ
れ
る
。
一
番
良
く
な
い
の
は
ど
ち

ら
も
中
途
半
端
に
な
る
こ
と
。
私
は
感
染
防

止
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
希
望
の
光
が
差

し
込
む
と
信
じ
る
。
市
長
は
市
役
所
を
年
末

年
始

連
休
に
す
る
決
断
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
当
市
だ
け
で
は
効
果
が
不
透
明
。

質
問
　
公
共
施
設
の
貸
し
出
し
を
一
時
中
止

す
べ
き
で
は
。

市
長
　
市
内
で
感
染
者
数
は
増
え
て
い
る

が
、
現
時
点
で
中
止
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問
　
新
年
度
予
算
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
さ
だ
が
、
市
長
に
は
何
も
重
点
施
策
が
な

い
。
一
体
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
最
小
経
費
で
最
大
効
果
を
目
指
す
。
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質
問
　
公
共
施
設
の
室
内
等
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
①
感
染
症
対
策
の
点
か
ら
新
た
に
国

か
ら
示
さ
れ
た
指
針
は
、
②
ウ
イ
ル
ス
、
Ｐ

Ｍ

、
ス
ギ
花
粉
等
の
基
準
値
は
。
ま
た
、

空
気
清
浄
機
の
設
置
は
。

答
弁
　
①
「
寒
冷
な
場
面
に
お
け
る
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
等
に
つ
い
て
」が
通
知
さ
れ
、

庁
内
で
共
有
し
て
い
る
。
適
切
な
換
気
の
た

め
、
Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
室
内
の

二
酸
化
炭
素
濃
度
を
持
続
的
に
１
０
０
０


以
下
、
湿
度
を

％
以
上
に
保
つ
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。健
康
課
で
は
、乳
幼
児
健
診

な
ど
で
換
気
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た

め
、
Ｃ
Ｏ
２
測
定
器
を
導
入
し
て
い
る
。
②

建
築
物
衛
生
法
で
の
定
め
は
な
い
。
気
密
性

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
会
議

開
催
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用

に
よ
る
業
務
の
自
動
化
等
を
行
っ
て
き
た
。
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質
問
　
市
内
の
小
学
校
４
校
で
、
今
年
卒
業

し
た
児
童
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
で
き
て
い
な

い
状
況
だ
が
、
現
在
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

答
弁
　
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
卒
業
対

策
委
員
会
と
学
校
側
で
作
成
す
る
が
、
写
真

業
者
が
失
踪
、８
月
末
の
死
亡
が
判
明
。写
真

や
文
集
デ
ー
タ
は
４
校
全
て
回
収
で
き
た
。

質
問
　
代
金
等
、金
額
面
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　
刑
事
事
件
で
は
な
く
、
本
人
か
ら
事

実
確
認
も
で
き
ず
、訴
訟
は
進
め
ら
れ
な
い
。

一
部
学
校
の
任
意
組
織
で
の
出
来
事
で
、
費

用
の
補
助
は
難
し
い
。
保
護
者
等
や
教
職
員

か
ら
寄
附
を
募
る
学
校
も
あ
る
。
不
足
分
の

対
応
を
４
校
長
と
指
導
室
で
協
議
中
。

質
問
　
寄
附
は
抜
本
的
解
決
で
な
く
、
せ
め

て
今
後
の
契
約
は
学
校
や
市
で
行
う
べ
き
。

答
弁
　
口
約
束
の
契
約
が
問
題
。
契
約
注
意

事
項
を
検
討
し
、
学
校
に
情
報
提
供
す
る
。

質
問
　
公
で
の
契
約
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁
　
契
約
の
一
番
い
い
在
り
方
を
調
査
・

検
討
し
、学
校
に
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。
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質
問
　
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
４
月
か
ら

本
稼
働
と
な
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の
方
針
で
示

す
目
標
は
、
達
成
率
を
年
次
で
区
切
っ
て
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
い
つ
ま
で
に
何
を
と
い
う
具
体
な
と

こ
ろ
は
な
い
が
、
方
針
で
示
し
た
６
つ
の
目

標
に
沿
っ
て
進
め
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

質
問
　
市
の
永
年
保
存
文
書
は
か
な
り
の
量

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
現
在
は
市
役
所
内

で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
文
書
の
保
管
を
外
部

に
委
託
し
て
い
る
と
も
聞
く
が
、
永
年
保
存

文
書
は
電
子
化
し
て
保
存
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　
永
年
保
存
文
書
は
現
在
、
総
務
課
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
分
で
約
１
６
０
０
箱
が

保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
文
書
を
す
べ
て

電
子
化
す
れ
ば
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や

検
索
等
の
事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
電
子
化
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間

と
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
の
市
の
財
政

状
況
を
勘
案
す
る
と
難
し
い
。
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質
問
　
下
水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
の
減
免

に
つ
い
て
、
提
案
に
至
っ
た
考
え
は
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
３
年
６
月
～
９

月
検
針
分
を
減
免
す
る
市
民
生
活
支
援
策
を

講
じ
た
。

質
問
　
さ
ら
な
る
減
免
期
間
の
延
長
は
。

答
弁
　
国
か
ら
同
交
付
金
の
第
３
次
補
正
の

内
容
等
が
示
さ
れ
た
段
階
で
市
と
し
て
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
死
亡
に
伴
う
手
続
き
は
多
岐
に
わ
た

り
、
複
数
の
課
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
多
い
。国
が「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
す
る
市
町
村
の
支
援
を
始
め
て
お

り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
故
人
の
家
族
等
か
ら
死

亡
届
の
提
出
が
あ
っ
た
際
、
一
般
的
な
手
続

き
な
ど
を
伝
え
、
必
要
な
課
へ
案
内
し
て
い

る
。
国
の
支
援
シ
ス
テ
ム
や
先
進
自
治
体
の

状
況
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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質
問
　
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
施
設

等
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
社
会
的
検
査
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
都
を
実
施
主
体
と
し
て
、
希
望
す
る

高
齢
者
施
設
等
に
対
し
、
社
会
的
検
査
が
実

施
さ
れ
る
。
ま
た
、
都
と
の
共
同
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
推
進
事
業
は
、
社
会
的
検
査
の

要
素
が
あ
り
、
現
時
点
で
高
齢
者
施
設
等
で

ク
ラ
ス
タ
ー
等
が
発
生
し
て
い
な
い
状
況
を

踏
ま
え
、
医
師
会
と
協
議
の
上
、
よ
り
効
果

的
な
仕
組
み
を
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
東
３
・
４
・

号
線

お
よ
び
３
・
４
・

号
線
の
自
然
環
境
調
査

に
つ
い
て
、
①
第
１
工
区
の
黒
目
川
の
調
査

結
果
は
、
②
第
２
工
区
の
森
の
部
分
の
調
査

を
行
う
考
え
は
。

答
弁
　
①
植
物
は

種
類
、
魚
類
は
４
種
類

確
認
さ
れ
、
公
表
に
向
け
資
料
を
作
成
し
て

い
る
。
②
環
境
調
査
の
範
囲
は
、
都
の
条
例

に
基
づ
き
、
都
と
協
議
、
現
地
立
ち
合
い
の

結
果
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。
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質
問
　
東
久
留
米
市
公
共
下
水
道
プ
ラ
ン
の

策
定
か
ら
今
年
度
で

年
、
こ
れ
ま
で
の
雨

水
管
渠
整
備
の
実
績
は
。

答
弁
　
元
年
度
末
で
、
整
備
延
長
約

㎞
、

整
備
面
積


、
雨
水
整
備
率

・
９
％
。引

き
続
き
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
、計
画
的
・
効
果
的
に
整
備
を
進
め
、
道

路
冠
水
箇
所
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
道
路
冠
水
に
よ
り
住
宅
が
浸
水
す
る

２
次
的
被
害
へ
の
個
別
対
応
は
。

答
弁
　
台
風
や
局
地
的
豪
雨
に
よ
り
住
宅
へ

浸
水
す
る
箇
所
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
連

携
し
、
土
の
う
等
の
対
応
を
今
後
も
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問
　
東
３
・
４
・

号
線
の
柳
窪
区
間
開

通
の
進
捗
に
つ
い
て
、

月
に
行
わ
れ
た
関

係
機
関
と
の
協
議
で
は
、
ど
の
よ
う
な
進
展

が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
　
都
市
計
画
道
路
に
よ
り
分
断
さ
れ
る

小
平
霊
園
用
地
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
都

が
所
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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質
問
　
本
市
の
自
殺
対
策
計
画
事
業
の
う

ち
、
①
市
民
向
け
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会

の
内
容
と
参
加
状
況
は
、
②
啓
発
用
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
状
況
は
、
③
事
例
検
討
会
の

実
施
状
況
は
。

答
弁
　
①
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
と
う
つ

病
に
つ
い
て
講
師
に
よ
る
講
義
、
市
職
員
か

ら
の
自
殺
の
心
配
の
あ
る
方
へ
の
対
応
の
説

明
、
地
域
活
動
を
担
う
市
民
に
よ
る
活
動
意

義
と
楽
し
さ
の
紹
介
を
内
容
と
し
、
約

名

が
参
加
し
た
。②
福
祉
保
健
部
の
相
談
窓
口
、

児
童
館
、図
書
館
、連
絡
所
等
で
広
く
配
布
し

て
い
る
。③
今
年
度
は
２
回
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
終
活
登
録
事
業
に
つ
い
て
、
本
市
も

取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
。

答
弁
　

年
度
以
降
、
火
葬
を
行
う
親
族
等

が
お
ら
ず
、
本
市
が
火
葬
を
行
う
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
担
当
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
終
活
登
録
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
先
進
市
の
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　第４回定例会の一般質問は、月３日・４日・７日・８日の４日間で行われ、名の議員が当面する市政
運営について市長の姿勢や考え方を質問しました。主な内容を掲載します。一般質問を含む第４回定例会の
本会議の録画映像は、市ホームページのインターネット映像配信でご覧いただけます。会議録は、２月下旬
から、市ホームページ（ＰＤＦ版は２月中旬）または、市立図書館、各コミュニティ図書室、市政情報コー
ナー（本庁舎１階）でご覧いただけます。


